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『奥州後三年記』を読む
木３　久保 勇 先生
キーワード：　古典文学　中世　院政　軍記　東北　後三年合戦　奥州藤原氏　源義家　後白河　絵
巻
  ←実際に利用した資料にはチェックをしましょう。
Web  授業のテーマに関連したデータベースやサイトです。
 ジャパンナレッジ　【学内限定】
→ 『日本国語大辞典（第二版）』の検索が可能です。
 音読・後三年合戦絵詞（楊暁捷氏） 【http://people.ucalgary.ca/~xyang/go3nen.html】
→ 後三年合戦絵詞の三巻十五段、約九千文字の詞書の原文とそれの現代語訳を音読しています。
 平泉（世界遺産への道を旅行） 【http://sekai-isan.biz/】
→ 奥州藤原氏ゆかりの地・平泉を豊富な写真で紹介しています。
 秋田県横手市文化財保護課のHP 【http://www.city.yokote.lg.jp/kakuka/bunkazaihogoka
/kakuka_bunkazaihogoka.jsp】
→ 横手市では「後三年合戦（役）関連史跡保存整備計画策定調査事業」に取り組んでいます。関連リンクを見てみましょう。
図書  本には、テーマに関連する内容がまとめられています。授業のテーマをつかむにはまずはここから始めましょう。
★のついている図書は、授業期間中（4月～8月)は本館1階 授業資料ナビコーナーにあります。
■後三年合戦の「絵巻」とテキスト
 『群書類従 第廿輯 合戦部』 続群書類従完成會 1986
→ 江戸時代には絵巻の詞書のみからなる『奥州後三年記』が流布しました。その代表的テキストの一つです。
★【本館閲覧室2階 081.5/GUN】
 『仙臺叢書（復刻版） 第1巻』 宝文堂出版 1971
→ 寛文二年（1662）に『奥羽軍記』として『陸奥話記』と合綴されて版行されたテキストの翻刻です。
★【本館1階書庫 081.7/SE59】
 『後三年合戦絵詞』（日本絵巻大成15） 小松茂美編集・解説　中央公論社 1977
→ 重要文化財に指定され、東京国立博物館の所蔵されている絵巻を載録。図像はこれを参照して下さい。
★【本館閲覧室4階大型 721.2/N77】
 『合戦絵巻』 宮次男編著 角川書店 1977
→ 宮次男氏の論考「後三年合戦絵巻」、詞書の翻刻テキストを収録。他の合戦絵巻を参照するのにも便利です。
★【本館閲覧室4階大型 721.2/KAS】
■武士と合戦の歴史における後三年合戦
 『武家時代之研究 第一巻』 大森金五郎著 冨山房 1937
→ やや古い研究書ですが、第四章「前九年及び後三年役の評論」は重要論考です。
★【本館閲覧室2階 210.34/O63】
 『武士の登場』（日本の歴史６） 竹内理三著 中央公論社 1965
→ 一般書としても研究書としても水準が高い歴史書の名著。武士の歴史の流れをつかむために有益。
★【本館1階書庫 210.08/N77】
 『古代東北の覇者 史実の中の安倍・清原・藤原氏』（中公新書） 新野直吉 中央公論社 1974
→ 著者は秋田大学名誉教授。「東北」の地域的な特性を考慮しつつ「史実」を探究されています。
★【本館閲覧室4階小型 212/KOD】
 『辺境の争乱』 庄司浩 教育社 1985
→ 巻末の「史料」紹介が便利です。貞和本『絵巻』の問題点も指摘されています。
★【本館閲覧室4階小型 210.38/HEN】
 『蝦夷の末裔 前九年・後三年の役の実像』（中公新書） 高橋崇 中央公論社 1991
→ １冊だけ歴史関係の書を紹介するとしたらこちらでしょう。第三章と第六章は必読。
★【本館閲覧室4階小型　212/EMI】
この授業は終了しました。
 『武士の成立（新装版）』（日本歴史叢書） 元木泰雄著 吉川弘文館 1994
→ 従来考えられてきた「武士」のイメージを塗り替える刺激的な研究です。「第四 武家棟梁論」は必読。
★【本館閲覧室2階 210.38/BUS】
 『武家の棟梁の条件　中世武士を見なおす』（中公新書） 野口実著 中央公論社　1994
→ 「武士」や「武家政権」が実態としてどうあったのか、今日の私たちのイメージとどのくらい差があるのか、わかりやすく説か
れています。
★【本館閲覧室4階小型 210.4/BUK】
 『武士の誕生 : 坂東の兵どもの夢』（NHKブックス） 関幸彦著 日本放送出版協会　1994
→ 歴史状況の解説はもとより、研究史を踏まえた章末のコメント、巻末の参考資料本文などがとても有益です。
★【本館閲覧室2階 210.36/BUS】
 『武士の成長と院政』（日本の歴史07） 下向井龍彦著 講談社 2001
→ 「第四章 武家の棟梁の形成」が参考になります。
★【本館閲覧室2階 210.08/NIH】
 『平泉の世界』（奥羽史研究叢書3） 入間田宣夫, 本澤慎輔編 高志書院　2002
→ 樋口知志氏による「第一章 前九年合戦と後三年合戦」は、軍記を「史料」として吟味しつつ、両合戦の実態について新たな
追究をされています。
★【本館閲覧室2階 212/HIR】
 『白河法皇 : 中世をひらいた帝王』（NHKブックス） 美川圭著 日本放送出版協会 2003
→ 「後三年合戦」の時代、都では何があったのか？当時の「中央」政治状況を知るために役立ちます。
★【本館閲覧室2階 288.41/SHI】
 『古代蝦夷の英雄時代』 工藤雅樹著 平凡社 2005
→ 前九年・後三年合戦以前の、蝦夷の社会状況を論じています。
★【本館閲覧室4階小型 210.3/KOD】
 『東北の争乱と奥州合戦 : 「日本国」の成立』（戦争の日本史5） 関幸彦著 吉川弘文館 2006
→ 「奥州」を舞台にした戦乱史を頼朝の奥州攻めまで通観しています。説話や伝説への視野も広げてくれます。
★【本館閲覧室2階 210.19/SEN】
 『源氏と坂東武士』 野口実著 吉川弘文館 2007
→ 坂東に定着した諸氏諸流が網羅されており、源氏にしたがった家々の歴史を知ることができます。
★【本館閲覧室2階 210.36/GEN】
 『院政と武士の登場』（日本中世の歴史2） 福島正樹著 吉川弘文館 2009
→ 最新の史学研究の成果を盛り込んだ、院政期の解説がなされています。
★【本館閲覧室2階 210.4/NIH】
 『研究展望　初期軍記』 久保勇 『軍記と語り物』43号 軍記・語り物研究会　2007
→ 『陸奥話記』『奥州後三年記』など〈初期軍記〉研究の重要文献を紹介しています。
★【授業資料ナビコーナー】
■登場人物の伝記的研究
 『奥州藤原氏四代』 高橋富雄著 吉川弘文館 1987
→ 経清・清衡・基衡・秀衡（奥州藤原四代）の事績と平泉文化の形成を論じています。
★【本館閲覧室2階 281.08/J52】
 『源義家』 安田元久著 ; 日本歴史学会編 吉川弘文館 1989
→ いささか古くなってしまいましたが、源義家の伝記的研究の基本文献です。
★【本館閲覧室2階 281.08/J52】
 『奥羽戦乱と東国源氏 : 義家とその弟たちの系譜』 奥富敬之著 新人物往来社 1988
→ 義家以降の源氏庶流がどのような歴史をたどったか。意外と知られていない部分を解説しています。
★【本館閲覧室2階 288.2/OUU 】
 『王朝の変容と武者』（古代の人物6）　元木泰雄編　清文堂出版 2005
→ 戸川点氏の「安倍頼良・貞任　前九年合戦の群像」、元木泰雄氏の「源頼義・ 義家　武家棟梁の虚構と真実」は必読です。
★【本館閲覧室2階 281.04/OUC】
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